
付１  ヘドニック法によるパソコン及びカメラの品目別価格指数の算出 

 

「パソコン（デスクトップ型）」，「パソコン（ノート型)」及び「カメラ」の３品目につ

いては，技術革新が激しく，市場の製品サイクルが極めて短いため，従来の価格取集方法

では同質の製品を継続的に調査することが困難である。そこで，これら３品目については，

全国の主要な家電量販店のＰＯＳ情報による全機種の販売価格のほか，販売台数，各機種

の特性などを用いて，次のように品目別価格指数を算出する。 
 

(1) パソコン（デスクトップ型），パソコン（ノート型）及びカメラのそれぞれについて，

各機種の平均販売価格を被説明変数，ハードディスクの容量や実装メモリ容量，光学ズ

ームの倍率など各機種の特性及び販売時点などを説明変数29とする片対数型の回帰モ

デルを設定する。 

 

連続する２か月（ 1t ， t）に関する重回帰式 

 
k

kkttTttT xp ,,ln γ  

 Tp ：販売価格  T ：時点= 1t ， t   k：説明変数に用いた特性 

t ， t ， kt , ：偏回帰係数  kx ：特性量 

   tT , ：販売時点ダミー= 

 
 
(2) 全国で当月( t )と前月( 1t )に販売された全機種30について，上記「(1)」の回帰モデ

ルにより，各機種の総販売台数をウエイトとして回帰計算を行い，各月の価格推計式を

求める。 

 

（前月） 
k

kkttt xp ,1 ˆˆˆln γ  

（当月） 
k

kktttt xp ,ˆˆˆˆln γ  

 

  

                                                  
29  説明変数は半年ごとに見直す。 
30 前月まで販売されていた機種及び当月から販売された機種を含む。 

（ハット「＾」は推計値を表す） 

0（T = t - 1 .のとき）
1（T = t … .のとき）
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(3) 上記「(2)」で求めた価格推計式から，前月を基準とする連環指数を算出する。 
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(4) 上記「(3)」で算出した連環指数を前月( 1t )の指数（平成22年=100）に乗じて，当

月( t )の連鎖指数を算出する。 
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